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「保存科学」52号の出版（⑥保修09-12-2/5）

国立文化財機構所属研究員等による文化財の保存と修復に関する科学的調査、研

究、受託研究報告等の論文、報告及び修復処置概報等を掲載している。52号には報

文４本、報告22本を掲載した。

第35回文化財の保存及び修復に関する国際研究集会報
告書（⑥無05-12-1/1）

『第35回文化財の保存と修復に関する国際研究集会報告書　染織技術の伝統と継

承―研究と保存修復の現状―』

本書は、2011（平成23）年９月３日～５日に開催された国際研究集会「染織技術

の伝統と継承―研究と保存修復の現状―」の成果論文集である。「染織技術を守る」

「染織品保存修復のいま」「染織技術へのまなざし」「染織技術をつたえる」という

４つのテーマに基づき、各発表者による原稿と総合討論のテープ起こし原稿を掲載

している。284ページ。

『横山大観《山路》―美術研究作品資料第６冊』（①企02の一環として実施）

企画情報部のプロジェクト「文化財の資料学的研究」の報告書。横山大観《山路》

（永青文庫蔵）の調査研究をまとめ、2002（平成14）年以来、逐次刊行してきた『美

術研究作品資料』の第６冊とした。

　近代日本画の巨匠として知られる横山大観が1911（明治44）年の第５回文部省美

術展覧会に出品した《山路》は、発表当時、西洋の印象派と南画の融合と評された

タッチを多用することで、明治30年代に大観らが試みた朦朧体を脱し、大正期に流

行した“新南画”の先駆けとなったといわれる重要な作品である。2010年より「永

青文庫常設展示振興基金」による事業の一環として同作品が修理されるにあたり、当研究所では永青文庫と

の共同研究として、《山路》に関する多角的な調査研究に取り組んできた。修理の過程で得られた新知見や

顔料調査の結果、及び発表当時の批評等、本調査の過程で得られた諸研究成果の集成をめざしたのが本書で

ある。2013年３月刊行。99ページ。

『伊藤若冲「動植綵絵」蛍光Ｘ線分析結果』（①保修01の一環として実施）

宮内庁三の丸尚蔵館が所蔵する伊藤若冲『動植綵絵』全30幅は、平成11年度から

６か年にわたって修理が行われ、その修理過程において東京文化財研究所は宮内庁

三の丸尚蔵館と共同で蛍光Ｘ線分析による非破壊・非接触の彩色材料調査を実施し

た。1000ポイント近くの調査が行われ、本書ではその全データを収録した。調査に

よって明らかになった30幅全体を通じた彩色材料の特徴、及び各幅の特徴について

も詳細に解説した。
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